
(57)【要約】

【課題】並設されるエレメントを相互に接合する際に地

盤改良による止水や鋼板圧入による山留めを不要とし、

エレメントを掘進する際にその蛇行誤差により競り合っ

て掘進が不可能になることなくす。また、地下構造物と

して構築した際に継手に引張力が作用してもその抜け出

しを防止する。

【解決手段】エレメントの外面の両端部付近にその軸方

向に沿って溝部または突条部を設ける。溝部には軸方向

にわたって連続して止水部材を取り付け、突条部には軸

方向にわたって連続して止水部材が当接する摺動可能な

当接面を形成する。そして、溝部に突条部を挿入し、止

水部材を当接面に当接させて、エレメントを掘進して埋

設する。エレメントの外面と突条部に囲まれた接合部や

溝部に硬化材を充填して接合する。また、溝部の側部ど

うしを突条部を貫通してエレメントの軸方向に所定間隔

で複数のボルトにより連結する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 地 盤 中 に 適 宜 間 隔 を お い て 並 列 し て 掘 削 挿 入 さ れ 、 相 互 に 接 合 さ れ て 地 下 構 造 物 を 構 築
す る エ レ メ ン ト で あ っ て 、
　 前 記 エ レ メ ン ト の 外 面 の う ち 少 な く と も 一 面 に 、 前 記 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け
ら れ て い る 溝 部 と 、
　 前 記 エ レ メ ン ト の 外 面 の う ち 少 な く と も 一 面 に 、 前 記 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け
ら れ 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 前 記 溝 部 に 挿 入 さ れ る 突 条 部 と を 備 え 、
　 前 記 溝 部 に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 前 記 突 条 部 に 当 接 す る 止 水 部 材 が 、 前 記 エ レ メ ン
ト の 軸 方 向 に わ た っ て 連 続 し て 取 り 付 け ら れ て お り 、
　 前 記 突 条 部 に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 前 記 止 水 部 材 に 当 接 す る 摺 動 可 能 な 当 接 面 が 、
前 記 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 に わ た っ て 連 続 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト
。
【 請 求 項 ２ 】
　 地 盤 中 に 適 宜 間 隔 を お い て 並 列 し て 掘 削 挿 入 さ れ 、 相 互 に 接 合 さ れ て 地 下 構 造 物 を 構 築
す る エ レ メ ン ト で あ っ て 、
　 前 記 エ レ メ ン ト の 外 面 の う ち 少 な く と も 一 面 に 、 前 記 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け
ら れ 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト に そ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 突 条 部 が 挿 入 さ れ る 溝 部
を 備 え 、
　 前 記 溝 部 に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 前 記 突 条 部 に そ の 軸 方 向 に わ た っ て 連 続 し て 形 成
さ れ て い る 摺 動 可 能 な 当 接 面 に 当 接 す る 止 水 部 材 が 、 前 記 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 に わ た っ て
連 続 し て 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 地 盤 中 に 適 宜 間 隔 を お い て 並 列 し て 掘 削 挿 入 さ れ 、 相 互 に 接 合 さ れ て 地 下 構 造 物 を 構 築
す る エ レ メ ン ト で あ っ て 、
　 前 記 エ レ メ ン ト の 外 面 の う ち 少 な く と も 一 面 に 、 前 記 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け
ら れ 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト に そ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 溝 部 に 挿 入 さ れ る 突 条 部
を 備 え 、
　 前 記 突 条 部 に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 前 記 溝 部 に そ の 軸 方 向 に わ た っ て 連 続 し て 取 り
付 け ら れ て い る 止 水 部 材 が 当 接 す る 摺 動 可 能 な 当 接 面 が 、 前 記 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 に わ た
っ て 連 続 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 止 水 部 材 は 、 チ ュ ー ブ シ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の エ
レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 溝 部 に は 、 そ の 開 口 を 閉 塞 す る 土 止 め 材 が 、 前 記 止 水 部 材 に 対 し て 摺 動 可 能 に 当 接
し て 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ４ に 記 載 の エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 溝 部 に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 前 記 突 条 部 に そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 形 成 さ れ て
い る 複 数 の 貫 通 孔 を そ れ ぞ れ 貫 通 し て 、 前 記 溝 部 の 側 部 ど う し を そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で
連 結 す る 複 数 の ボ ル ト が 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ４ ま た は ５ に 記
載 の エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 突 条 部 に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 前 記 溝 部 の 側 部 ど う し を そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔
で 連 結 す る 複 数 の ボ ル ト を そ れ ぞ れ 貫 通 さ せ る 複 数 の 貫 通 孔 が 、 そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ３ に 記 載 の エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 溝 部 お よ び 突 条 部 は 、 前 記 エ レ メ ン ト の 外 面 の う ち 少 な く と も 一 面 の 両 端 部 付 近 に
設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ レ メ ン ト 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か に 記 載 の エ レ メ ン ト を 用 い て 、 前 記 溝 部 に 前 記 突 条 部 が 挿 入
さ れ 、 前 記 止 水 部 材 が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う に 配 置 し て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ど う し
を 接 合 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の エ レ メ ン ト を 用 い て 、 前 記 溝 部 に 前 記 突 条 部 が 挿 入 さ れ 、 前
記 止 水 部 材 が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う に 配 置 し て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ど う し を 接 合 す
る エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 ボ ル ト が 前 記 貫 通 孔 を 貫 通 し 前 記 溝 部 の 側 部 ど う し を そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 連 結
し て い る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の エ レ メ ン ト を 用 い て 、 前 記 溝 部 に 前 記 突 条 部 が 挿 入 さ れ 、 前 記 止 水 部
材 が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う に 配 置 し て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ど う し を 接 合 す る エ レ メ
ン ト の 接 合 構 造 で あ っ て 、
　 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ど う し の 外 面 と 前 記 突 条 部 と に 囲 ま れ た 接 合 部 に 硬 化 材 が 充 填 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 接 合 部 に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ど う し を 連 結 す る 補 強 材 が 配 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 溝 部 に 硬 化 材 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ か ら １ ２ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ レ メ ン ト を 用 い て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト を 接
合 す る エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 溝 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 し 、
　 前 記 エ レ メ ン ト と 適 宜 間 隔 を お い て 、 前 記 突 条 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 、 前 記 溝 部
に 前 記 突 条 部 が 挿 入 さ れ て 前 記 止 水 部 材 が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う に 、 地 盤 中 に 掘 削 挿
入 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の エ レ メ ン ト を 用 い て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト を 接 合 す る エ レ メ
ン ト の 接 合 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 溝 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 し 、
　 前 記 エ レ メ ン ト と 適 宜 間 隔 を お い て 、 前 記 突 条 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 、 前 記 溝 部
に 前 記 突 条 部 が 挿 入 さ れ て 前 記 止 水 部 材 が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う に 、 地 盤 中 に 掘 削 挿
入 し 、
　 前 記 貫 通 孔 に 前 記 ボ ル ト を 貫 通 さ せ て 前 記 溝 部 の 側 部 ど う し を そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で
連 結 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の エ レ メ ン ト を 用 い て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト を 接 合 す る エ レ メ ン ト の 接
合 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 溝 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 し 、
　 前 記 エ レ メ ン ト と 適 宜 間 隔 を お い て 、 前 記 突 条 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 、 前 記 溝 部
に 前 記 突 条 部 が 挿 入 さ れ て 前 記 止 水 部 材 が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う に 、 地 盤 中 に 掘 削 挿
入 し 、
　 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ど う し の 外 面 と 前 記 突 条 部 と に 囲 ま れ た 接 合 部 内 の 土 砂 を 排 出 し た
後 、
　 こ の 接 合 部 に 硬 化 材 を 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 接 合 部 に 硬 化 材 を 充 填 す る 前 に 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ど う し を 補 強 材 で 連 結 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 。
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【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 溝 部 に 硬 化 材 を 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ か ら １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記
載 の エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 溝 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト は 前 記 土 止 め 材 を 備 え て お り 、
　 こ の 土 止 め 材 を そ の 掘 削 挿 入 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 、 前 記 突 条 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン
ト を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ か ら １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の
エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 突 条 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る 際 に 、 前 記 溝 部 に 滑 材 を 充
填 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ か ら １ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の エ レ メ ン ト の 接 合 方
法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 地 盤 中 に 適 宜 間 隔 を お い て 並 列 し て 掘 削 挿 入 さ れ 、 相 互 に 接 合 さ れ て 地 下 構 造 物 を 構 築
す る エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 端 部 の 外 面 に そ の 周 縁 部 に 沿 っ て 溝 部 が 形 成 さ れ て お り 、
　 こ の 溝 部 に 止 水 部 材 を 設 置 す る と と も に 、 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 端 部 間 に 隙 間 を あ け て 、
エ レ メ ン ト ど う し を そ の 軸 方 向 に 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 地 下 構 造 物 を 構 築 す る 際 に 用 い る エ レ メ ン ト 、 エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 及 び エ
レ メ ン ト の 接 合 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 地 下 構 造 物 、 例 え ば 、 立 体 交 差 化 を 実 現 す る ア ン ダ ー パ ス 方 式 に よ る 地 下 ト ン ネ
ル を 構 築 す る 際 に 、 地 上 に お け る 交 通 規 制 が な く 周 辺 環 境 へ の 影 響 を 最 小 限 に 抑 え る た め
に 、 非 開 削 工 法 を 採 用 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 非 開 削 工 法 と し て は 、 例 え ば 、 ト ン ネ ル 構 造 体 （ 小 断 面 の シ ー ル ド ト ン ネ ル
） を 地 中 に 適 宜 間 隔 を お い て 並 設 し て 、 こ れ ら の ト ン ネ ル 構 造 体 ど う し を 連 結 し 、 連 続 す
る 内 部 空 間 を 有 す る 連 結 構 造 体 を 構 築 し 、 こ の 連 続 構 造 体 を 土 留 構 造 体 、 さ ら に そ の 一 部
を 本 体 構 造 と し て 地 下 構 造 物 を 構 築 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照
。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 嵌 合 継 手 を 取 り 付 け た 角 形 鋼 管 エ レ メ ン ト を 相 互 に 連 結 し な が ら 、 順 次 地 中 に 推
進 し て 土 留 構 造 物 を 構 築 す る 方 法 も 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ８ ６ １ ９ ７ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 半 田 卓 ・ 下 田 勝 彦 、 「 重 要 構 造 物 直 下 に お け る 角 形 鋼 管 推 進 工 事 」 、 建
設 の 機 械 化 、 社 団 法 人 日 本 建 設 機 械 化 協 会 、 ２ ０ ０ ３ 年 ２ 月 、 ｐ ． ４ ２ － ４ ６
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 前 者 の 方 法 で は 、 ト ン ネ ル 構 造 体 間 を 連 結 す る た め に 、 ト ン ネ ル 構 造 体
間 の 地 山 を 掘 削 す る こ と に な る 。 そ の た め 、 ト ン ネ ル 構 造 体 間 の 地 山 に 止 水 材 を 注 入 し て
地 盤 改 良 を 施 し た り 、 さ ら に ト ン ネ ル 構 造 体 の 構 成 セ グ メ ン ト の 両 側 面 に 設 け た ス ラ イ ド
鋼 板 を ト ン ネ ル 構 造 体 間 の 地 山 内 に 圧 入 し て ト ン ネ ル 構 造 体 間 の 山 留 め を 行 っ た り す る 必
要 が あ り 、 手 間 と コ ス ト が か か っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 後 者 の 方 法 で は 、 継 手 剛 性 及 び 強 度 を 向 上 さ せ る た め に 継 手 間 の 遊 び 代 を 小 さ く
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設 定 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 隣 接 す る 角 形 鋼 管 エ レ メ ン ト の 蛇 行 誤 差 に よ り 、 嵌 合 継
手 が 競 い 合 っ て 掘 進 が 不 可 能 に な る お そ れ が あ っ た 。 ま た 、 土 留 構 造 物 と し て 構 築 し た 際
に 、 嵌 合 継 手 に 引 張 力 が 作 用 す る 場 合 、 メ ス 継 手 の 爪 部 が 開 い て オ ス 継 手 が 抜 け 出 し 終 局
強 度 を 迎 え る 場 合 が あ り 、 メ ス 継 手 の 爪 部 の 開 き が 剛 性 及 び 強 度 上 の 弱 点 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 並 設 さ れ た エ レ メ ン ト を 相 互 に 接 合 す る 際 に 、 エ レ メ ン ト 間 に 地 盤 改
良 を 施 し て 止 水 し た り 、 鋼 板 を 圧 入 し て 山 留 め し た り す る こ と な く 、 か つ 、 エ レ メ ン ト を
掘 進 す る 際 に 、 そ の 蛇 行 誤 差 に よ り 競 り 合 っ て 掘 進 が 不 可 能 に な る こ と を な く す こ と で あ
る 。 さ ら に 、 地 下 構 造 物 と し て 構 築 し た 際 に 、 継 手 に 引 張 力 が 作 用 し て も そ の 抜 出 し を 防
止 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 地 盤
中 に 適 宜 間 隔 を お い て 並 列 し て 掘 削 挿 入 さ れ 、 相 互 に 接 合 さ れ て 地 下 構 造 物 を 構 築 す る エ
レ メ ン ト １ で あ っ て 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 外 面 の う ち 少 な く と も 一 面 に 、 前 記 エ レ メ ン ト
１ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 溝 部 ２ と 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 外 面 の う ち 少 な く と も
一 面 に 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 前 記 溝 部
２ に 挿 入 さ れ る 突 条 部 ３ と を 備 え 、 前 記 溝 部 ２ に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 前 記 突 条 部
３ に 当 接 す る 止 水 部 材 （ 例 え ば 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ ） が 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に わ
た っ て 連 続 し て 取 り 付 け ら れ て お り 、 前 記 突 条 部 ３ に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 前 記 止
水 部 材 に 当 接 す る 摺 動 可 能 な 当 接 面 ５ が 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に わ た っ て 連 続 し て
形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 地 盤 中 に 適 宜 間 隔 を お い て 並 列 し
て 掘 削 挿 入 さ れ 、 相 互 に 接 合 さ れ て 地 下 構 造 物 を 構 築 す る エ レ メ ン ト １ で あ っ て 、 前 記 エ
レ メ ン ト １ の 外 面 の う ち 少 な く と も 一 面 に 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ
、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ に そ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ る 溝 部
２ を 備 え 、 前 記 溝 部 ２ に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 前 記 突 条 部 ３ に そ の 軸 方 向 に わ た っ
て 連 続 し て 形 成 さ れ て い る 摺 動 可 能 な 当 接 面 ５ に 当 接 す る 止 水 部 材 （ 例 え ば 、 チ ュ ー ブ シ
ー ル ４ ） が 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に わ た っ て 連 続 し て 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 地 盤 中 に 適 宜 間 隔 を お い て 並 列 し
て 掘 削 挿 入 さ れ 、 相 互 に 接 合 さ れ て 地 下 構 造 物 を 構 築 す る エ レ メ ン ト １ で あ っ て 、 前 記 エ
レ メ ン ト １ の 外 面 の う ち 少 な く と も 一 面 に 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ
、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ に そ の 軸 方 向 に 沿 っ て 設 け ら れ て い る 溝 部 ２ に 挿 入 さ れ る 突 条 部
３ を 備 え 、 前 記 突 条 部 ３ に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 前 記 溝 部 ２ に そ の 軸 方 向 に わ た っ
て 連 続 し て 取 り 付 け ら れ て い る 止 水 部 材 （ 例 え ば 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ ） が 当 接 す る 摺 動 可
能 な 当 接 面 ５ が 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に わ た っ て 連 続 し て 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 エ レ メ ン ト １ と し て は 、 例 え ば 鋼 製 、 Ｐ Ｃ 製 な ど の 殻 状 の も の が 挙 げ ら れ 、 そ
の 断 面 形 状 は 、 正 方 形 状 、 矩 形 状 の も の が 好 ま し い 。 ま た 、 止 水 部 材 と し て は 、 シ ー ル ド
工 法 等 で 用 い ら れ て い る 水 圧 に 応 じ た 弾 性 反 発 力 を 期 待 す る 台 形 状 の ゴ ム や 、 膨 張 圧 を 期
待 す る タ イ プ の シ ー ル 材 な ど が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 地 下 構 造 物 に は 、 こ の エ レ メ ン ト １ を 仮 設 に 利 用 し て 土 留 構 造 物 と な る も の 、 エ
レ メ ン ト １ の 全 部 ま た は 一 部 を 本 設 に 利 用 し て 本 体 構 造 物 と な る も の が 考 え ら れ る 。 そ の
地 下 構 造 物 の 形 状 は 、 一 文 字 型 、 矩 形 、 円 形 、 門 型 、 ア ー チ 型 な ど 任 意 に 選 定 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 こ の よ う に 、 エ レ メ ン ト １ の 外 面 に 設 け ら れ た 溝 部 ２ に 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 突 条
部 ３ が 挿 入 さ れ 、 溝 部 ２ に 設 け ら れ た 止 水 部 材 が 突 条 部 ３ に 当 接 す る こ と に よ り 、 エ レ メ
ン ト １ 間 に 土 砂 や 地 下 水 が 浸 入 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き 、 従 来 の よ う な 地 盤 改 良 や 鋼 板
圧 入 が 必 要 で な く な る 。 ま た 、 突 条 部 ３ を 備 え た エ レ メ ン ト １ を 掘 削 挿 入 す る 際 に は 、 溝
部 ２ に は 土 砂 等 が 浸 入 し て お ら ず 空 間 に な っ て い る の で 、 突 条 部 ３ を 容 易 に 挿 入 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 エ レ メ ン ト １ の 掘 進 時 に は 、 エ レ メ ン ト １ の 止 水 部 材 と 隣 り 合 う エ レ メ
ン ト １ の 突 条 部 ３ の 当 接 面 ５ が 当 接 す る の み で あ り 、 溝 部 ２ と 突 条 部 ３ が 競 り 合 っ て 掘 進
が 不 可 能 に な る お そ れ が な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の エ レ メ ン ト １ に お い て 、 前 記 止 水
部 材 は 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ と し て は 、 例 え ば 、 中 空 部 を 有 し 、 エ ア 等 の 流 体 を 供 給 す る
こ と で 膨 張 変 形 可 能 な も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 、 止 水 部 材 と し て 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ を 用 い る こ と に よ り 、 エ ア 等 の 流 体 で
そ の 内 部 圧 を 調 整 し チ ュ ー ブ シ ー ル ４ の 変 形 を 調 整 し て 、 止 水 を 確 実 に 行 う こ と が で き る
。 ま た 、 エ ア 圧 を 調 整 し チ ュ ー ブ シ ー ル ４ の 変 形 を 調 整 す る こ と で 、 掘 進 時 、 蛇 行 修 正 時
、 縦 断 曲 線 時 の 変 位 を 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ４ に 記 載 の エ
レ メ ン ト １ に お い て 、 前 記 溝 部 ２ に は 、 そ の 開 口 を 閉 塞 す る 土 止 め 材 ６ が 、 前 記 止 水 部 材
に 対 し て 摺 動 可 能 に 当 接 し て 備 え ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 、 溝 部 ２ の 開 口 を 閉 塞 す る 土 止 め 材 ６ を 、 止 水 部 材 に 対 し て 摺 動 可 能 に 当 接
し て 備 え る こ と に よ り 、 溝 部 ２ を 備 え る エ レ メ ン ト １ を 推 進 す る 際 に 、 溝 部 ２ へ 土 砂 等 が
侵 入 す る の を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 土 砂 等 か ら 止 水 部 材 を 保 護 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ４ ま た は ５ に 記
載 の エ レ メ ン ト に お い て 、 前 記 溝 部 ２ ２ に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ２ １ の 前 記 突 条 部 ２ ３
に そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 形 成 さ れ て い る 複 数 の 貫 通 孔 ２ ３ ｃ を そ れ ぞ れ 貫 通 し て 、 前 記
溝 部 ２ ２ の 側 部 ど う し を そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 連 結 す る 複 数 の ボ ル ト ２ ５ が 備 え ら れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ ま た は ３ に 記 載 の エ レ
メ ン ト に お い て 、 前 記 突 条 部 ２ ３ に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ２ １ の 前 記 溝 部 ２ ２ の 側 部 ど
う し を そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 連 結 す る 複 数 の ボ ル ト ２ ５ を そ れ ぞ れ 貫 通 さ せ る 複 数 の 貫
通 孔 ２ ３ ｃ が 、 そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に 、 溝 部 ２ ２ の 側 部 ど う し が そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で ボ ル ト ２ ５ に よ り 連 結 さ
れ る こ と に よ り 、 エ レ メ ン ト ２ １ に 引 張 力 が 作 用 し た 際 に 溝 部 の 目 開 き を 抑 制 す る こ と で
、 突 条 部 の 抜 出 し を 拘 束 し 、 ま た 溝 部 ２ ２ に 硬 化 材 を 充 填 し た 場 合 に は 突 条 部 ２ ３ の 抜 出
し を 硬 化 材 を 介 し て 拘 束 す る た め 、 エ レ メ ン ト ２ １ ど う し の 接 合 の 剛 性 及 び 強 度 を 高 め る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か 一 項 に
記 載 の エ レ メ ン ト １ に お い て 、 前 記 溝 部 ２ お よ び 突 条 部 ３ は 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 外 面 の
う ち 少 な く と も 一 面 の 両 端 部 付 近 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 こ の よ う に 、 溝 部 ２ お よ び 突 条 部 ３ を エ レ メ ン ト １ の 外 面 の う ち 少 な く と も 一 面 の 両 端
部 付 近 に 設 け 、 エ レ メ ン ト １ の 外 面 に 設 け ら れ た 溝 部 ２ に 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 突 条
部 ３ が 挿 入 さ れ 、 溝 部 ２ に 設 け ら れ た 止 水 部 材 が 突 条 部 ３ に 当 接 す る こ と に よ り 、 エ レ メ
ン ト １ 間 に 土 砂 や 地 下 水 が そ の 両 端 部 か ら 浸 入 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 の エ レ メ ン ト １ の 接 合 構 造 は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 請 求 項
１ か ら ８ の い ず れ か に 記 載 の エ レ メ ン ト １ を 用 い て 、 前 記 溝 部 ２ に 前 記 突 条 部 ３ が 挿 入 さ
れ 、 前 記 止 水 部 材 （ 例 え ば 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ ） が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う に 配 置 し て
、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ ど う し を 接 合 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 溝 部 ２ に 突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ 、 溝 部 ２ の 止 水 部 材
が 突 条 部 ３ の 当 接 面 ５ に 当 接 さ れ て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ ど う し が 接 合 さ れ る こ と に よ
り 、 エ レ メ ン ト １ 間 に 土 砂 や 地 下 水 が 浸 入 す る こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 の エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 は 、 例 え ば 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 請 求
項 ６ ま た は ７ に 記 載 の エ レ メ ン ト を 用 い て 、 前 記 溝 部 ２ ２ に 前 記 突 条 部 ２ ３ が 挿 入 さ れ 、
前 記 止 水 部 材 （ 例 え ば 、 止 水 ゴ ム ２ ４ ） が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う に 配 置 し て 、 隣 り 合
う エ レ メ ン ト ２ １ ど う し を 接 合 す る エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 で あ っ て 、 前 記 ボ ル ト ２ ５ が 前
記 貫 通 孔 ２ ３ ｃ を 貫 通 し 前 記 溝 部 ２ ２ の 側 部 ど う し を そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 連 結 し て い
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 溝 部 ２ ２ の 側 部 ど う し が そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で ボ ル ト ２ ５ に よ り 連 結 さ
れ て い る こ と に よ り 、 エ レ メ ン ト ２ １ に 引 張 力 が 作 用 し た 際 に 溝 部 の 目 開 き を 抑 制 す る こ
と で 、 突 条 部 の 抜 出 し を 拘 束 し 、 ま た 溝 部 ２ ２ に 硬 化 材 を 充 填 し た 場 合 に は 突 条 部 ２ ３ の
抜 出 し を 硬 化 材 を 介 し て 拘 束 す る た め 、 エ レ メ ン ト ２ １ ど う し の 接 合 の 剛 性 及 び 強 度 を 高
め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 請 求 項 ８ に 記 載 の エ レ メ ン ト １
を 用 い て 、 前 記 溝 部 ２ に 前 記 突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ 、 前 記 止 水 部 材 が 前 記 当 接 面 ５ に 当 接 す
る よ う に 配 置 し て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ ど う し を 接 合 す る エ レ メ ン ト １ の 接 合 構 造 で あ
っ て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ ど う し の 外 面 と 前 記 突 条 部 ３ と に 囲 ま れ た 接 合 部 ８ に 硬 化 材
（ コ ン ク リ ー ト ９ ） が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 溝 部 ２ に 突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ 、 溝 部 ２ の 止 水 部 材
が 突 条 部 ３ の 当 接 面 ５ に 当 接 さ れ て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 外 面 と 突 条 部 ３ と に 囲 ま れ
た 接 合 部 ８ に 硬 化 材 が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 各 エ レ メ ン ト １ の 接 合 方 向 へ の 移 動 を 拘 束
す る と と も に 、 応 力 を 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 硬 化 材 と し て は 、 コ ン ク リ ー ト 、 モ ル タ ル な ど が 挙 げ ら れ 、 特 に 、 無 収 縮 性 、
高 流 動 性 を 有 す る も の が 好 ま し い 。 な お 、 接 合 部 ８ 内 に 補 強 材 （ 鉄 筋 籠 １ ０ ） を 配 し て 、
接 合 部 ８ の 強 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の エ レ メ ン ト
１ の 接 合 構 造 に お い て 、 前 記 接 合 部 ８ に は 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ ど う し を 連 結 す る 補 強
材 （ 鉄 筋 籠 １ ０ ） が 配 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 、 接 合 部 ８ に 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ ど う し を 連 結 す る 補 強 材 を 配 す る こ と に
よ り 、 エ レ メ ン ト １ ど う し を 堅 固 に 一 体 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 請 求 項 ９ か ら １ ２ の い ず れ か 一

10

20

30

40

50

(7) JP 2007-191979 A 2007.8.2



項 に 記 載 の エ レ メ ン ト １ の 接 合 構 造 に お い て 、 前 記 溝 部 ２ に 硬 化 材 が 充 填 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う に 、 前 記 溝 部 ２ に も 硬 化 材 が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 突 条 部 ３ は 硬 化 材 中 に 埋
め 込 ま れ 、 突 条 部 ３ か ら 硬 化 材 を 介 し て 溝 部 ２ へ の 力 の 伝 達 が 可 能 と な り 、 隣 り 合 う エ レ
メ ン ト １ の 一 体 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 溝 部 ２ 、 突 条 部 ３ と 硬 化 材 と の 付 着 応 力 を 大 き く す る た め に 、 例 え ば 図 ４ に 示
す よ う に 、 溝 部 ２ 、 突 条 部 ３ の 硬 化 材 に 接 す る 面 （ 当 接 面 ５ を 除 く 。 ） を 凹 凸 状 に 形 成 す
る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ か ら ８ の い ず れ か 一 項
に 記 載 の エ レ メ ン ト を 用 い て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト を 接 合 す る エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 で あ
っ て 、 前 記 溝 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 し 、 前 記 エ レ メ ン ト と 適 宜 間
隔 を お い て 、 前 記 突 条 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 、 前 記 溝 部 に 前 記 突 条 部 が 挿 入 さ れ て
前 記 止 水 部 材 が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う に 、 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 、 溝 部 ２ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る 。 こ の エ レ メ ン
ト １ と 適 宜 間 隔 を お い て 、 突 条 部 ３ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を 掘 削 挿 入 す る 。 溝 部 ２ に
突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ て 止 水 部 材 が 当 接 面 ５ に 当 接 す る よ う に 掘 削 挿 入 す る 。 こ れ に よ り 、
止 水 部 材 に よ っ て 土 砂 、 地 下 水 等 の 浸 入 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 請 求 項 ６ ま た は ７ に 記 載 の エ
レ メ ン ト を 用 い て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト を 接 合 す る エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 で あ っ て 、 前 記
溝 部 ２ ２ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト ２ １ を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 し 、 前 記 エ レ メ ン ト ２ １ と 適 宜
間 隔 を お い て 、 前 記 突 条 部 ２ ３ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト ２ １ を 、 前 記 溝 部 ２ ２ に 前 記 突 条
部 ２ ３ が 挿 入 さ れ て 前 記 止 水 部 材 （ 例 え ば 、 止 水 ゴ ム ２ ４ ） が 前 記 当 接 面 に 当 接 す る よ う
に 、 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 し 、 前 記 貫 通 孔 ２ ３ ｃ に 前 記 ボ ル ト ２ ５ を 貫 通 さ せ て 前 記 溝 部 ２ ２
の 側 部 ど う し を そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 、 溝 部 ２ ２ の 側 部 ど う し を そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で ボ ル ト ２ ５ に よ り 連 結 す
る こ と に よ り 、 エ レ メ ン ト ２ １ に 引 張 力 が 作 用 し た 際 に 溝 部 の 目 開 き を 抑 制 す る こ と で 、
突 条 部 の 抜 出 し を 拘 束 し 、 ま た 溝 部 ２ ２ に 硬 化 材 を 充 填 し た 場 合 に は 突 条 部 ２ ３ の 抜 出 し
を 硬 化 材 を 介 し て 拘 束 す る た め 、 エ レ メ ン ト ２ １ ど う し の 接 合 の 剛 性 及 び 強 度 を 高 め る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ に 示 す よ う に 、 請 求 項 ８ に 記 載 の エ レ メ ン ト １
を 用 い て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ を 接 合 す る エ レ メ ン ト １ の 接 合 方 法 で あ っ て 、 前 記 溝 部
２ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 し 、 前 記 エ レ メ ン ト １ と 適 宜 間 隔 を お い
て 、 前 記 突 条 部 ３ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を 、 前 記 溝 部 ２ に 前 記 突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ て
前 記 止 水 部 材 が 前 記 当 接 面 ５ に 当 接 す る よ う に 、 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 し 、 隣 り 合 う エ レ メ ン
ト １ ど う し の 外 面 と 前 記 突 条 部 ３ と に 囲 ま れ た 接 合 部 ８ 内 の 土 砂 を 排 出 し た 後 、 こ の 接 合
部 ８ に 硬 化 材 を 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う に 、 溝 部 ２ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る 。 こ の エ レ メ ン
ト １ と 適 宜 間 隔 を お い て 、 突 条 部 ３ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を 掘 削 挿 入 す る 。 溝 部 ２ に
突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ て 止 水 部 材 が 当 接 面 ５ に 当 接 す る よ う に 掘 削 挿 入 す る 。 そ し て 、 隣 り
合 う エ レ メ ン ト １ ど う し の 外 面 と 突 条 部 ３ と に 囲 ま れ た 接 合 部 ８ 内 の 土 砂 を 排 出 す る 。 止
水 部 材 に よ っ て 土 砂 、 地 下 水 等 の 浸 入 が 防 止 さ れ て い る の で 、 そ れ ら の 侵 入 を 防 止 さ れ た
接 合 部 ８ に 容 易 か つ 確 実 に 硬 化 材 を 充 填 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 ５ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の エ レ メ ン ト
１ の 接 合 方 法 に お い て 、 前 記 接 合 部 ８ に 硬 化 材 を 充 填 す る 前 に 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ ど
う し を 補 強 材 （ 鉄 筋 籠 １ ０ ） で 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の よ う に 、 止 水 部 材 に よ っ て 土 砂 、 地 下 水 等 の 浸 入 が 防 止 さ れ て い る の で 、 そ れ ら の
侵 入 を 防 止 さ れ た 接 合 部 ８ に 容 易 か つ 確 実 に 補 強 材 の 配 置 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 ３ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ ４ か ら １ ７ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の エ レ メ ン ト １ の 接 合 方 法 に お い て 、 前 記 溝 部 ２ に 硬 化 材 を 充 填 す る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 、 溝 部 ２ も 止 水 部 材 に よ っ て 土 砂 、 地 下 水 等 の 浸 入 が 防 止 さ れ て い る た め 、
そ れ ら の 浸 入 を 防 止 さ れ た 溝 部 ２ に 容 易 か つ 確 実 に 硬 化 材 を 充 填 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ ４ か ら １ ８ の い ず れ か
一 項 に 記 載 の エ レ メ ン ト １ の 接 合 方 法 に お い て 、 前 記 溝 部 ２ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ は
前 記 土 止 め 材 ６ を 備 え て お り 、 こ の 土 止 め 材 ６ を そ の 掘 削 挿 入 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 、 前
記 突 条 部 ３ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 、 土 止 め 材 ６ を そ の 掘 削 挿 入 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 、 突 条 部 ３ が 設 け ら れ た
エ レ メ ン ト １ を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る こ と に よ り 、 突 条 部 ３ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を
掘 進 挿 入 す る 際 に 、 溝 部 ２ へ の 土 砂 等 の 侵 入 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 請 求 項 １ ４ か ら １ ９ の い ず れ
か 一 項 に 記 載 の エ レ メ ン ト の 接 合 方 法 に お い て 、 前 記 突 条 部 ２ ３ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト
２ １ を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る 際 に 、 前 記 溝 部 ２ ２ に 滑 材 ２ ６ を 充 填 す る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 、 溝 部 ２ ２ に 滑 材 ２ ６ を 充 填 す る こ と に よ り 、 エ レ メ ン ト ２ １ の 推 進 時 に は
止 水 部 材 と 滑 材 ２ ６ に よ り 確 実 な 止 水 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 溝 部 ２ ２ 内 を 突
条 部 ２ ３ が 移 動 す る と き に は 推 進 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 発 明 は 、 例 え ば 図 ６ に 示 す よ う に 、 地 盤 中 に 適 宜 間 隔 を お い て 並 列
し て 掘 削 挿 入 さ れ 、 相 互 に 接 合 さ れ て 地 下 構 造 物 を 構 築 す る エ レ メ ン ト １ の 接 合 方 法 で あ
っ て 、 前 記 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 端 部 の 外 面 に そ の 周 縁 部 に 沿 っ て 溝 部 （ 止 水 パ ッ キ ン 用
溝 １ ２ ） が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 溝 部 に 止 水 部 材 （ 止 水 パ ッ キ ン １ １ ） を 設 置 す る と と も
に 、 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 端 部 間 に 隙 間 を あ け て 、 エ レ メ ン ト １ ど う し を そ の 軸 方 向 に 連
結 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の よ う に 、 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 端 部 の 外 面 に そ の 周 縁 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 溝
部 に 、 止 水 部 材 を 設 置 す る と と も に 、 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 端 部 間 に 隙 間 を あ け て 、 エ レ
メ ン ト １ ど う し を そ の 軸 方 向 に 連 結 す る こ と に よ り 、 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 端 部 間 に 水 、
土 砂 等 の 侵 入 を 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 フ レ キ シ ブ ル 性 を 有 す る 接 合 と し 縦 断 方 向 の
曲 線 施 工 や 蛇 行 修 正 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 エ レ メ ン ト の 外 面 に 設 け ら れ た 溝 部 に 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 突 条 部
が 挿 入 さ れ 、 溝 部 に 設 け ら れ た 止 水 部 材 が 突 条 部 の 当 接 面 に 当 接 し て い る の で 、 エ レ メ ン
ト 間 へ の 土 砂 や 地 下 水 の 浸 入 を 防 止 す る こ と が で き 、 エ レ メ ン ト 間 の 地 盤 改 良 や 鋼 板 圧 入
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が 不 要 に な る 。 ま た 、 エ レ メ ン ト の 掘 進 時 に は 、 エ レ メ ン ト の 止 水 部 材 と 隣 り 合 う エ レ メ
ン ト の 突 条 部 の 当 接 面 が 当 接 す る の み で あ り 、 溝 部 と 突 条 部 が 競 り 合 っ て 掘 進 が 不 可 能 に
な る お そ れ が な い 。 さ ら に 、 溝 部 に 滑 材 を 充 填 し て 止 水 性 を 向 上 さ せ る と も に 、 エ レ メ ン
ト の 推 進 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 止 水 部 材 と し て 、 チ ュ ー ブ シ ー ル を 用 い る こ と で 、 エ ア 等 の 流 体 で そ の 内 部 圧 を
調 整 し チ ュ ー ブ シ ー ル の 変 形 を 調 整 し て 、 止 水 を 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 溝 部 の 開 口 を 閉 塞 す る 土 止 め 材 を 、 止 水 部 材 に 対 し て 摺 動 可 能 に 当 接 し て 備 え る こ と で
、 溝 部 を 備 え る エ レ メ ン ト を 推 進 す る 際 に 、 溝 部 へ の 土 砂 等 の 侵 入 を よ り 確 実 に 防 止 す る
こ と が で き る 。 土 止 め 材 を そ の 掘 削 挿 入 方 向 に 移 動 さ せ な が ら 、 突 条 部 が 設 け ら れ た エ レ
メ ン ト を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る こ と で 、 突 条 部 が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト を 推 進 す る 際 に 、
溝 部 へ の 土 砂 等 の 侵 入 を 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 溝 部 の 止 水 部 材 が 突 条 部 の 当 接 面 に 当 接 さ れ て 、 止 水 部 材 に よ っ て 土 砂 、 地 下 水 等 の 浸
入 が 防 止 さ れ て い る の で 、 そ れ ら の 侵 入 を 防 止 さ れ た 接 合 部 に 容 易 か つ 確 実 に 硬 化 材 を 充
填 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 外 面 と 突 条 部 と に 囲 ま れ た 接 合 部 に
硬 化 材 を 充 填 す る こ と で 、 こ の 接 合 部 を 固 定 し 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ど う し の 一 体 化 が 図
れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に 、 溝 部 も 止 水 部 材 に よ っ て 土 砂 、 地 下 水 等 の 浸 入 が 防 止 さ れ て い る の で 、 そ れ ら
の 浸 入 を 防 止 さ れ た 溝 部 に 容 易 か つ 確 実 に 硬 化 材 を 充 填 す る こ と が で き る 。 溝 部 に も 硬 化
材 が 充 填 さ れ る こ と で 、 突 条 部 は 硬 化 材 中 に 埋 め 込 ま れ る の で 、 突 条 部 か ら コ ン ク リ ー ト
を 介 し て 溝 部 へ の 力 の 伝 達 が 可 能 と な り 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト の 一 体 化 が 図 れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 接 合 部 に 隣 り 合 う エ レ メ ン ト ど う し を 連 結 す る 補 強 材 を 配 す る こ と で 、 エ レ メ ン
ト ど う し を 堅 固 に 一 体 化 す る こ と が で き る 。 止 水 部 材 に よ っ て 土 砂 、 地 下 水 等 の 浸 入 が 防
止 さ れ て い る の で 、 そ れ ら の 侵 入 を 防 止 さ れ た 接 合 部 に 容 易 か つ 確 実 に 補 強 材 の 配 置 作 業
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 さ ら に 、 溝 部 の 側 部 ど う し を エ レ メ ン ト の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 複 数 の ボ ル ト に よ り 連 結
す る こ と で 、 エ レ メ ン ト に 引 張 力 が 作 用 し た 際 に 溝 部 の 目 開 き を 抑 制 す る こ と で 、 突 条 部
の 抜 出 し を 拘 束 し 、 ま た 溝 部 ２ ２ に 硬 化 材 を 充 填 し た 場 合 に は 突 条 部 ２ ３ の 抜 出 し を 硬 化
材 を 介 し て 拘 束 す る た め 、 エ レ メ ン ト ど う し の 接 合 の 剛 性 及 び 強 度 を 高 め る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 に お い て も 、 そ の 端 部 の 外 面 に そ の 周 縁 部 に 沿 っ て 形 成 さ れ
て い る 溝 部 に 止 水 部 材 を 設 置 す る と と も に 、 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 端 部 間 に 隙 間 を あ け て エ
レ メ ン ト ど う し を そ の 軸 方 向 に 連 結 し て い る の で 、 エ レ メ ン ト の 軸 方 向 端 部 間 に 水 、 土 砂
等 が 侵 入 す る の を 防 ぐ こ と が で き る と と も に 、 フ レ キ シ ブ ル 性 の あ る 接 合 と し て 、 縦 断 方
向 の 曲 線 施 工 や 蛇 行 修 正 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 以 下 、 図 を 参 照 し て 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。
　 本 実 施 の 形 態 の エ レ メ ン ト 、 エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 お よ び 接 合 方 法 は 、 地 盤 中 に 複 数 の
エ レ メ ン ト １ を 並 列 し て 掘 削 挿 入 し 、 こ れ ら の エ レ メ ン ト １ を 相 互 に 接 合 し て 土 留 構 造 物
（ 地 下 構 造 物 ） を 構 築 し 、 そ の 内 部 空 間 に 道 路 や 鉄 道 な ど の 下 を 横 断 す る ア ン ダ ー パ ス 方
式 の 大 断 面 ト ン ネ ル （ 本 体 構 造 物 ） を 構 築 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 エ レ メ ン ト １ は 、 断 面 形 状 が ほ ぼ 矩 形 ま た は 正 方 形 の 中 空 状 の 鋼 殻 で あ る 。 土 留 構 造 物
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の 軸 方 向 延 長 （ ト ン ネ ル 軸 方 向 延 長 ） に 応 じ て 、 エ レ メ ン ト １ を そ の 軸 方 向 に 継 ぎ 足 し な
が ら 掘 削 挿 入 し て 地 中 に 埋 設 し て い く も の で あ る 。 な お 、 突 条 部 ３ を 除 い た エ レ メ ン ト １
の 外 形 が 同 一 に な る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 エ レ メ ン ト １ の 外 面 に は 、 そ の 両 端 部 付 近 に エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向
に 沿 っ て 溝 部 ２ あ る い は 突 条 部 ３ が 設 け ら れ て い る 。 エ レ メ ン ト １ は 、 溝 部 ２ あ る い は 突
条 部 ３ が 設 け ら れ た 外 面 を 少 な く と も 一 面 備 え て い る 。 具 体 的 に は 、 次 の よ う な も の が 考
え ら れ る 。 す な わ ち 、 溝 部 ２ を 備 え る 外 面 を 一 面 以 上 有 し か つ 突 条 部 ３ を 備 え る 外 面 を 一
面 以 上 有 す る も の （ 雌 雄 型 エ レ メ ン ト ） 、 溝 部 ２ を 備 え る 外 面 を 一 面 以 上 有 し か つ 突 条 部
３ を 備 え る 外 面 を 有 し な い も の （ 雌 型 エ レ メ ン ト ） 、 溝 部 ２ を 備 え る 外 面 を 有 せ ず か つ 突
条 部 ３ を 備 え る 外 面 を 一 面 以 上 有 す る も の （ 雄 型 エ レ メ ン ト ） 、 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 こ れ ら の エ レ メ ン ト １ の 溝 部 ２ に 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ 、 接 合 さ
れ る こ と に よ り 、 土 留 構 造 物 を 構 築 す る も の で あ る 。 こ れ ら の エ レ メ ン ト １ は 、 土 留 構 造
物 の 形 状 に 応 じ て 割 り 付 け ら れ 、 組 み 合 わ さ れ る 。 な お 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ と 接 合 し
な い 外 面 に は 、 溝 部 ２ や 突 条 部 ３ を 設 け る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 溝 部 ２ は 、 断 面 形 状 が 接 合 方 向 に 細 長 の 矩 形 に 成 形 し た も の で あ り 、 そ の 内 面 は 底 面 と
側 面 と か ら 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 矩 形 の エ レ メ ン ト １ の 接 合 方 向 と 平 行 な
２ つ の 外 面 を 所 定 長 さ 突 出 さ せ 、 そ の 突 出 部 と そ れ ぞ れ 間 隔 を お い て ほ ぼ 断 面 コ 字 状 の 鋼
材 を そ の 開 口 側 を エ レ メ ン ト １ の 外 面 に 向 け て 突 出 部 に 平 行 に 溶 接 す る こ と に よ っ て 、 エ
レ メ ン ト １ の 外 面 の 両 端 部 に 溝 部 ２ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 突 条 部 ３ は 、 板 状 の 鋼 板 で あ り 、 溝 部 ２ に 対 応 し た 位 置 に 溶 接 さ れ て い る 。 溝 部 ２ お よ
び 突 条 部 ３ の 大 き さ は 、 溝 部 ２ に 突 条 部 ３ を 挿 入 し た と き に 、 溝 部 ２ の 底 面 と 突 条 部 ３ の
外 端 部 、 溝 部 ２ の 両 側 面 と 突 条 部 ３ の 両 面 と の 間 に 所 定 の 隙 間 が 開 く よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 溝 部 ２ の 両 側 面 に は 、 突 条 部 ３ を 両 面 か ら 挟 み 込 む よ う に 、 ２ 条 の 止 水 部 材 が 対
向 し て エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に わ た っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 そ し て 、 止 水 部 材 が 当 接 す
る 突 条 部 ３ に は 、 止 水 部 材 と の 間 に 隙 間 を 生 じ さ せ な い よ う に 当 接 面 ５ が エ レ メ ン ト １ の
軸 方 向 に わ た っ て 連 続 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 当 接 面 ５ の 幅 は 、 蛇 行 や 曲 線 施 工 等 の ず
れ 量 を 加 味 し た 寸 法 に す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 止 水 部 材 は 、 ゴ ム の 弾 性 体 に よ っ て 形 成 さ れ 、 中 空 部 （ 図 示 し な い ） を 有 し 、 こ の 中 空
部 に 配 管 を 通 し て エ ア 、 液 体 等 の 流 体 を 供 給 す る こ と で 膨 張 変 形 可 能 な チ ュ ー ブ シ ー ル ４
を 用 い て い る 。 配 管 か ら エ ア 等 が 供 給 さ れ る こ と で 膨 張 し 、 突 条 部 ３ の 当 接 面 ５ を 摺 動 可
能 に 圧 接 す る 。 ま た 、 エ ア 量 を 調 節 す る こ と で 当 接 圧 を 調 整 す る こ と が で き る 。 こ の エ ア
等 の 流 体 の 供 給 に よ っ て 膨 張 し た チ ュ ー ブ シ ー ル ４ が 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 突 条 部 ３ の
当 接 面 ５ に 圧 接 し て 、 地 山 か ら 溝 部 ２ 内 へ の 土 砂 の 浸 入 を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 溝 部 ２ に は 、 そ の 開 口 を 閉 塞 す る 土 止 め 材 ６ が チ ュ ー ブ シ ー
ル ４ に 対 し て 摺 動 可 能 に 当 接 し て 取 り 付 け ら れ て い る 。 具 体 的 に は 、 土 止 め 材 ６ は 、 例 え
ば 、 鋼 製 あ る い は プ ラ ス チ ッ ク 製 で 、 断 面 形 状 が ほ ぼ Ｔ 字 状 に 形 成 さ れ た も の で あ る 。 溝
部 ２ の 両 側 面 に は 、 こ の 土 止 め 材 ６ の フ ラ ン ジ ６ ａ の 左 右 両 端 部 が 挿 入 さ れ て 嵌 め 込 ま れ
る 土 止 め 材 用 溝 ７ が エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 止 水 部 材 よ り も 外 方 （ 地 山 側 ） に 形 成
さ れ て い る 。 こ の 土 止 め 材 用 溝 ７ に 土 止 め 材 ６ が 挿 入 さ れ て 嵌 め 込 ま れ た 状 態 で 、 土 止 め
材 ６ の ウ ェ ブ ６ ｂ が チ ュ ー ブ シ ー ル ４ に 両 面 か ら 挟 み 込 ま れ 、 摺 動 自 在 に 保 持 さ れ る 。 土
止 め 材 ６ は 突 条 部 ３ と 同 様 に チ ュ ー ブ シ ー ル ４ が 当 接 す る 当 接 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 土 止 め 材 ６ は 、 掘 進 時 の 掘 削 土 や 滑 材 の 侵 入 を 防 ぐ と と も に 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ の 当 接
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圧 を 確 保 し 掘 進 時 の 掘 削 土 や 滑 材 の 侵 入 を 防 ぐ も の で あ る 。 ま た 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １
の 突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ た と き に も 、 同 じ 当 接 圧 が 得 ら れ る よ う に し て 掘 削 土 や 滑 材 の 侵 入
を 防 ぐ も の で あ る 。 突 条 部 ３ に 押 し 出 さ れ て も 溝 部 ２ か ら 外 れ て し ま う こ と が な く 、 ま た
土 圧 を 受 け て チ ュ ー ブ シ ー ル ４ を 破 損 す る こ と も な い 。 な お 、 土 止 め 材 ６ の 止 水 部 材 に 挟
ま れ る 当 接 面 ５ の 厚 み は 、 突 条 部 ３ の 当 接 面 ５ と 同 一 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 溝 部 ２ の 両 側 面 に 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ よ り も 内 方 に 位 置 し て
、 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に 沿 っ て 突 起 状 の 係 止 部 ２ ａ が 設 け ら れ て い る 。 一 方 、 突 条 部 ３
の 端 部 に は 、 溝 部 ２ の 係 止 部 ２ ａ に 係 止 さ れ る 突 起 状 の 被 係 止 部 ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。
被 係 止 部 ３ ａ は エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 に 連 続 し て 設 け て も よ く 、 所 定 長 さ の 突 起 を エ レ メ
ン ト １ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 複 数 設 け て も よ い 。 こ れ ら の 係 止 部 ２ ａ お よ び 被 係 止 部 ３ ａ
は 、 突 条 部 ３ を 溝 部 ２ に 挿 入 す る 際 に 邪 魔 に な ら な い 大 き さ の も の で あ り 、 エ レ メ ン ト １
の 掘 削 挿 入 時 に お け る 蛇 行 に 対 す る ガ イ ド の 役 目 を 果 た す 。 ま た 、 後 述 す る 硬 化 材 が 充 填
さ れ た 際 に は 、 応 力 を 伝 達 す る 役 目 も 果 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 エ レ メ ン ト １ を そ の 軸 方 向 に 継 ぎ 足 す 際 に は 、 エ レ メ ン ト １ の 端 部 ど う し を 接 続 す る と
と も に 、 エ レ メ ン ト １ に 設 け ら れ た チ ュ ー ブ シ ー ル ４ 、 土 止 め 材 ６ も 継 ぎ 足 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 両 端 部 の 接 合 面 に は 、 そ の 周 縁 部 に 沿
っ て 止 水 パ ッ キ ン 用 溝 １ ２ が 形 成 さ れ 、 相 互 に 突 き 合 わ せ る エ レ メ ン ト １ ど う し の 止 水 パ
ッ キ ン 用 溝 １ ２ 内 に 止 水 パ ッ キ ン １ １ が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 そ し て 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 エ レ メ ン ト １ 端 部 の 接 続 は 、 エ レ メ ン ト １ ど う し を
ボ ル ト １ ４ で 締 結 す る 。 エ レ メ ン ト １ の 内 側 に ボ ル ト 孔 を 有 す る エ ン ド プ レ ー ト １ ３ を 配
置 し 、 そ れ ぞ れ の エ ン ド プ レ ー ト １ ３ の 止 水 パ ッ キ ン 用 溝 １ ２ 内 に 止 水 用 パ ッ キ ン を 挟 み
込 み 、 双 方 の ボ ル ト 孔 が 一 致 す る 配 置 に 突 き 合 わ せ 、 各 ボ ル ト 孔 へ ボ ル ト １ ４ を 通 し て 締
め 付 け る 。 な お 、 掘 進 時 の エ レ メ ン ト １ ど う し は 、 仮 留 め 程 度 と し て 、 フ レ キ シ ブ ル な 締
結 と す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ の 接 続 は 、 エ レ メ ン ト １ の 軸 方 向 端 部 か ら そ れ ぞ れ 僅 か に 突 出 さ せ 、
そ の 突 出 端 部 ど う し を 溶 着 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 こ の と き 、 止 水 パ ッ キ ン １ １ の 端
部 が チ ュ ー ブ シ ー ル ４ に 接 す る 部 分 も 溶 着 し て お く 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 突 条 部 ３ の 接 続 は 、 図 ６ （ ａ ） 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 そ の 軸 方 向 端 部 ど う し を 弾 性 部
材 １ ５ で 連 結 し て 行 わ れ る 。 突 条 部 ３ の 軸 方 向 端 部 の 当 接 面 ５ に 、 少 な く と も 当 接 面 ５ の
幅 よ り も 大 き く 凹 部 を 形 成 し 、 そ こ に 液 体 ゴ ム を 流 し 込 ん で 、 止 水 パ ッ キ ン １ １ の 上 部 ま
で 充 填 し て 弾 性 部 材 １ ５ を 成 型 す る 。 液 体 ゴ ム は 時 間 と と も に 固 体 に な る 周 知 の も の で あ
る 。 弾 性 部 材 １ ５ は 、 突 条 部 ３ の 当 接 面 ５ と 連 続 す る 当 接 面 ５ を 形 成 し て 、 エ レ メ ン ト １
間 で 止 水 パ ッ キ ン １ １ の 外 側 を 止 水 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 土 止 め 材 ６ の 接 合 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 エ レ メ ン ト １ の 接 続 位 置 で 行 い 、 接 合 は 止 水
と 曲 線 施 工 に 追 従 で き る よ う に 突 条 部 ３ の 接 合 と 同 様 に 弾 性 部 材 １ ７ で 行 う 。 具 体 的 に は
、 土 止 め 材 ６ の 端 部 の 地 山 側 に 凹 部 を 形 成 し 、 弾 性 部 材 １ ７ を そ れ ぞ れ の 端 部 に 架 け 渡 し
て そ の 外 面 に あ て 板 １ ８ を 当 て て ボ ル ト １ ６ で 締 結 す る 。 当 て 板 １ ８ は 、 土 止 め 材 ６ の フ
ラ ン ジ ６ ａ と と も に 弾 性 部 材 １ ７ を ボ ル ト １ ６ の 締 付 け 圧 に よ っ て 挟 み 込 む た め の も の で
あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ が 溝 部 ２ に 突 条 部 ３ が 挿 入 さ れ て 、 突 条 部 ３
の 当 接 面 ５ が チ ュ ー ブ シ ー ル ４ に 挟 み 込 ま れ て い る 。 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ ど う し の 外 面
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と 突 条 部 ３ と に 囲 ま れ た 接 合 部 ８ に 鉄 筋 籠 （ 補 強 材 ） １ ０ が 配 置 さ れ 、 コ ン ク リ ー ト （ 硬
化 材 ） ９ が 打 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 さ ら に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 溝 部 ２ に コ ン ク リ ー ト ９ が 打 設 さ れ て い る 。 溝 部 ２ の コ ン
ク リ ー ト ９ は 狭 い 箇 所 へ の 打 設 と な る の で 、 高 流 動 な コ ン ク リ ー ト が 望 ま し い 。 突 条 部 ３
が 溝 部 ２ 内 の コ ン ク リ ー ト ９ 等 に 埋 め 込 ま れ て 、 突 条 部 ３ か ら コ ン ク リ ー ト ９ を 介 し て 溝
部 ２ へ の 力 の 伝 達 が 可 能 と な り 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ を 一 体 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 さ ら に 、 溝 部 ２ お よ び 突 条 部 ３ の コ ン ク リ ー ト ９ に 接 す る 表 面 を 、 付 着 力 を 増 す 目 的 で
、 凹 凸 状 に 形 成 し て も よ い 。 凹 凸 状 に 形 成 す る 代 わ り に 、 異 形 鉄 筋 を 溶 接 し て も よ い 。 こ
の 場 合 に は 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ が 当 接 す る 当 接 面 ５ に は 凹 凸 状 を 形 成 し た り 、 異 形 鉄 筋 を
溶 接 し た り し な い 。 ま た 、 前 述 し た 溝 部 ２ お よ び 突 条 部 ３ に 設 け た 係 止 部 ２ ａ 、 被 係 止 部
３ ａ を 設 け て い る 場 合 に は 、 エ レ メ ン ト １ 間 に 働 く 引 張 り あ る い は 圧 縮 力 を 確 実 に 伝 達 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ ど う し を 連 結 す る 鉄 筋 籠 １ ０ を 、 接 合
部 ８ に 配 し て い る 。 具 体 的 に は 、 コ 字 状 の 鋼 材 、 内 側 の 止 水 部 材 を 撤 去 し 、 エ レ メ ン ト １
の 外 面 に 形 成 さ れ た 挿 通 孔 に 鉄 筋 を エ レ メ ン ト １ 内 に 打 設 さ れ る コ ン ク リ ー ト ９ 等 に 定 着
さ れ る よ う に 挿 入 し て 一 体 化 す る 。 な お 、 撤 去 し た コ 字 状 の 鋼 材 、 止 水 部 材 は 、 後 設 の エ
レ メ ン ト １ に 転 用 し 、 そ の 製 作 の コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 、 エ レ メ ン ト １ の 接 合 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 溝 部 ２ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を 発 進 立 坑 か ら 掘 削 挿 入 す る 。 こ の と き 、 土 止 め 材 ６
を 予 め 溝 部 ２ に 取 り 付 け て お く 。 エ レ メ ン ト １ を 掘 削 挿 入 す る 際 に は 、 土 止 め 材 ６ と 止 水
部 材 に よ り 、 溝 部 ２ に は 掘 削 土 砂 、 地 下 水 、 滑 材 等 は 浸 入 し な い 。 す な わ ち 、 土 止 め 材 ６
の フ ラ ン ジ ６ ａ が 溝 の 両 側 面 の 土 止 め 材 用 溝 ７ に 嵌 め 込 ま れ て 、 土 止 め 材 ６ が 掘 削 土 砂 の
外 圧 を 直 接 受 け な が ら 掘 削 土 砂 、 滑 材 等 の 浸 入 を 阻 止 し 、 止 水 部 材 が そ の 膨 張 し た 中 空 部
が 土 止 め 材 ６ の ウ ェ ブ ６ ｂ の 両 面 に 圧 接 し て 止 水 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 次 に 、 溝 部 ２ が 設 け ら れ た エ レ メ ン ト １ を 掘 進 し 終 え る と 、 突 条 部 ３ が 設 け ら れ た エ レ
メ ン ト １ を 発 進 立 坑 か ら 、 突 条 部 ３ の 当 接 面 ５ を 溝 部 ２ の 止 水 部 材 に 挟 み 込 ま せ て 軸 方 向
へ 挿 入 し な が ら 掘 進 す る 。 突 条 部 ３ を 備 え る エ レ メ ン ト １ の 掘 進 は 、 そ の 突 条 部 ３ で 既 に
掘 進 が 完 了 し た エ レ メ ン ト １ の 溝 部 ２ に 残 置 さ れ て い る 土 止 め 材 ６ を 押 し 出 し な が ら 行 う
。 押 し 出 さ れ た 土 止 め 材 ６ は 、 到 達 立 坑 で 回 収 す る 。 な お 、 土 止 め 材 ６ は 到 達 立 坑 か ら 、
エ レ メ ン ト １ の 掘 進 速 度 に 合 わ せ て 引 き 抜 い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 し た が っ て 、 従 来 の よ う な エ レ メ ン ト 間 の 地 盤 改 良 や 鋼 板 圧 入 が 必 要 で な く な る 。 ま た
、 突 条 部 ３ を 備 え た エ レ メ ン ト １ を 掘 削 挿 入 す る 際 に は 、 溝 部 ２ に は 土 砂 等 が 浸 入 し て お
ら ず 空 間 に な っ て い る の で 、 突 条 部 ３ を 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 エ レ メ ン ト
１ の 掘 進 時 に は 、 エ レ メ ン ト １ の チ ュ ー ブ シ ー ル ４ と 隣 り 合 う エ レ メ ン ト １ の 突 条 部 ３ の
当 接 面 ５ が 当 接 す る の み で あ り 、 溝 部 ２ と 突 条 部 ３ が 競 り 合 っ て 掘 進 が 不 可 能 に な る お そ
れ が な い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 エ レ メ ン ト １ の 設 置 に 際 し て は 、 周 知 の 矩 形 ボ ッ ク ス 掘 進 機 を 用 い る こ と が で き る 。 か
か る 掘 進 機 の 後 方 に エ レ メ ン ト １ を 取 付 け 、 掘 進 機 に よ っ て 地 盤 を 切 削 さ せ な が ら エ レ メ
ン ト １ の 後 方 か ら 推 進 ジ ャ ッ キ に て エ レ メ ン ト １ 及 び 掘 進 機 を 押 し 出 さ せ て 所 定 の 位 置 に
エ レ メ ン ト １ を 設 置 す る 。 ま た 、 チ ュ ー ブ シ ー ル ４ の 掘 進 時 、 蛇 行 修 正 時 、 縦 断 曲 線 時 の
余 裕 変 位 量 は 、 エ ア 圧 を 調 整 し パ ッ キ ン の 変 形 で 調 整 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 そ し て 、 エ レ メ ン ト １ を 地 盤 中 に 並 列 し て 埋 設 し た 後 、 エ レ メ ン ト １ 間 の 接 合 部 ８ の 土
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砂 を 、 発 進 ま た は 到 達 立 坑 か ら 高 圧 水 を 噴 射 し て 取 り 除 く 。 な お 、 土 砂 の 除 去 は 、 エ レ メ
ン ト を 構 成 す る 部 分 の う ち 接 合 部 ８ に 面 す る 部 分 の 一 部 を 取 り 外 し て 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 こ の 土 砂 が 取 り 除 か れ た 接 合 部 ８ に 、 予 め 組 み 立 て ら れ た 鉄 筋 籠 １ ０ を 発 進 ま た は 到 達
立 坑 か ら 挿 入 し て 配 置 し 、 コ ン ク リ ー ト ９ 等 を 打 設 す る 。 こ の と き 、 溝 部 ２ に も コ ン ク リ
ー ト ９ 等 を 打 設 す る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 エ レ メ ン ト １ ど う し を 連 結 す る 補 強 材 を 配 置 す る 場 合 に は 、 エ レ メ ン ト １ 間 の 接 合 部 ８
の 土 砂 を 取 り 除 い た 後 、 エ レ メ ン ト １ の 外 面 に 鉄 筋 を 挿 通 す る た め の 孔 を 軸 方 向 に 沿 っ て
所 定 間 隔 で 複 数 形 成 し 、 こ れ に 鉄 筋 を 挿 通 し て 、 接 合 部 ８ 内 に 鉄 筋 を 組 立 て 、 コ ン ク リ ー
ト ９ を 打 設 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 土 留 構 造 物 の 構 築 に 際 し て は 、 最 初 に 設 置 す る エ レ メ ン ト １ は 外 面 に 溝 部 ２ の み が 設 け
ら れ た 雌 型 エ レ メ ン ト を 使 用 す る 。 次 に 設 置 す る エ レ メ ン ト １ は 外 面 に 突 条 部 ３ と 溝 部 ２
が 設 け ら れ た 雌 雄 型 エ レ メ ン ト を 順 次 使 用 す る 。 構 築 の 最 後 に あ る い は 断 面 を 閉 じ る た め
に 設 置 す る エ レ メ ン ト １ は 、 外 面 に 突 条 部 ３ の み が 設 け ら れ た 雄 型 エ レ メ ン ト を 使 用 す る
こ と と な る 。
　 ま た 、 雌 雄 型 エ レ メ ン ト を 使 用 し な い 場 合 に は 、 予 め 割 り 付 け ら れ た 位 置 に 雌 型 エ レ メ
ン ト を 全 て 配 置 し 、 そ れ ら の 雌 型 エ レ メ ン ト の 間 に 雄 型 エ レ メ ン ト を 配 置 し て 使 用 す る こ
と と な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 次 に 、 図 １ ０ は 、 エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 の 別 の 実 施 例 を 示 し て い る 。 図 １ ０ に 示 す よ う
に 、 溝 部 ２ ２ は 、 向 か い 合 う 側 板 （ 側 部 ） ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ と こ れ ら の 側 板 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ
の 一 方 の 端 部 ど う し を 接 合 す る 底 版 ２ ２ ｃ と で 断 面 が コ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 両 側
板 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の も う 一 方 の 端 部 の 内 側 面 に は 、 突 条 部 を 挟 み 込 む よ う に 2条 の 止 水 ゴ
ム ２ ４ （ 止 水 部 材 ） が 対 向 し て そ の 軸 方 向 に わ た っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ま た 、 こ の 両 側 板 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ の 内 側 面 に は 、 止 水 ゴ ム よ り も 内 方 に 位 置 し て 、 そ の
軸 方 向 に 沿 っ て 板 厚 を 増 し た 係 止 部 ２ ２ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 一 方 、 突 条 部 ２ ３ の 端 部 に
は 、 係 止 部 ２ ２ ｄ に 係 止 さ れ る 突 起 状 の 被 係 止 部 ２ ３ ａ が 設 け ら れ て い る 。 溝 部 ２ ２ と 突
条 部 ２ ３ と の 間 に は 遊 び 代 を 大 き く と っ て い る の で 、 長 距 離 推 進 時 の 継 手 間 抵 抗 を 小 さ く
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 外 側 の 側 板 ２ ２ ａ の 係 止 部 ２ ２ ｄ に は そ の 軸 方 向 に 所 定 間 隔 で 複 数 の ネ ジ 孔 ２ ２ ｅ が 形
成 さ れ 、 内 側 の 側 板 ２ ２ ｃ の 係 止 部 ２ ２ ｄ お よ び 突 条 部 ２ ３ に は 、 そ れ ら の ネ ジ 孔 ２ ２ ｅ
に 対 応 す る 位 置 に そ れ ぞ れ 挿 通 孔 ２ ２ ｆ 、 貫 通 孔 ２ ３ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ボ ル
ト ２ ５ が こ れ ら の 挿 通 孔 ２ ２ ｆ に 挿 通 さ れ 、 貫 通 孔 ２ ３ ｃ に 貫 通 さ れ 、 ネ ジ 孔 ２ ２ ｅ に 螺
合 さ れ て 両 側 板 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ ど う し が 連 結 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 地 下 構 造 物 と し て
構 築 し た 際 に エ レ メ ン ト ２ １ の 接 合 部 に 引 張 力 が 作 用 し て も 、 側 板 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ が 互 い
に 外 側 に 変 形 し て 開 く の を 、 即 ち 溝 部 の 目 開 き を 防 止 し 、 突 条 部 ２ ３ の 抜 出 し を 硬 化 材 を
介 し て 拘 束 し て 、 本 設 接 合 の 剛 性 及 び 強 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 エ レ メ ン ト ２ １ の 推 進 時 に は 、 溝 部 ２ ２ 内 へ 滑 材 ２ ６ を 充 填 し て 、 止 水 ゴ ム ２ ４ と 滑 材
２ ６ に よ り 止 水 性 を 確 実 に 確 保 す る 。 ま た 、 溝 部 ２ ２ 内 に 充 填 し た 滑 材 ２ ６ は 、 溝 部 ２ ２
内 を 突 条 部 ２ ３ が 移 動 す る と き に は 推 進 抵 抗 を 低 減 す る こ と が で き る 。 エ レ メ ン ト ２ １ の
推 進 が 完 了 し た 後 、 エ レ メ ン ト ２ １ の 接 合 部 の 内 側 よ り 上 記 ボ ル ト ２ ５ を 締 結 し 、 溝 部 ２
２ と 突 条 部 ２ ３ と の 間 に 配 置 し た 止 水 ゴ ム ２ ４ に 締 付 力 を 付 与 し て 止 水 を 確 実 な も の と す
る 。 溝 部 ２ ２ 内 の 滑 材 ２ ６ を 高 圧 洗 浄 水 で 除 去 し 清 掃 し た 後 、 溝 部 ２ ２ 内 に 無 収 縮 セ メ ン
ト ミ ル ク ２ ８ （ 硬 化 材 ） を 注 入 し 、 溝 部 ２ ２ と 突 条 部 ２ ３ を 一 体 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
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　 こ こ で 、 滑 材 ２ ６ と し て ゾ ル と ゲ ル の 可 逆 的 な 変 換 性 能 （ チ キ ソ ト ロ ピ ー ） を 有 す る も
の を 使 う こ と で 、 清 掃 を 容 易 に し 、 硬 化 材 の 充 填 を 確 実 に で き 、 硬 化 材 の 信 頼 性 が 向 上 し
、 継 手 強 度 を よ り 確 実 に 発 現 さ せ る こ と が で き る 。 滑 材 ２ ６ の 洗 浄 お よ び 無 収 縮 セ メ ン ト
ミ ル ク ２ ８ の 注 入 を す る た め に 、 溝 部 ２ ２ の 内 側 の 側 板 ２ ２ ｂ に 注 入 孔 ２ ７ を 設 け て も よ
い 。 洗 浄 、 注 入 時 以 外 に は 、 ネ ジ 切 り キ ャ ッ プ ２ ９ を 取 り 付 け て 閉 塞 し て お く 。 ま た 、 突
条 部 ２ ３ の 端 部 に 多 数 の 小 突 起 ２ ３ ｂ を 取 り 付 け て も よ い 。 こ れ に よ り 、 溝 部 ２ ２ の 底 板
２ ２ ｃ と 突 条 部 ２ ３ の 端 部 ２ ３ ａ と の 間 に 離 隔 を 設 け て 、 洗 浄 お よ び 注 入 の 際 に 反 対 側 へ
の 回 り 込 み を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 な お 、 以 上 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 地 下 構 造 物 を 土 留 構 造 物 と し た が 、 本 発 明 は こ れ
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 エ レ メ ン ト の 全 部 ま た は 一 部 を 利 用 し て 本 設 構 造 物 と し て も
良 い 。 ま た 、 エ レ メ ン ト を 地 盤 中 に 掘 削 挿 入 す る 工 法 と し て は 、 推 進 に よ る 工 法 に 限 ら ず
、 牽 引 に よ る 工 法 で も 可 能 で あ る 。 ま た 、 エ レ メ ン ト の 溝 部 及 び 突 条 部 を 外 面 の 両 端 部 付
近 に 設 け る よ う に し た が 、 例 え ば 図 ８ に 示 す よ う に 、 設 計 ・ 施 工 条 件 （ 外 圧 、 エ レ メ ン ト
設 置 後 の 掘 削 方 法 、 支 保 工 の 設 置 な ど ） に よ っ て は 外 側 （ 地 山 側 ） の み で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 エ レ メ ン ト は 、 肉 厚 の 鋼 管 状 の も の に 限 ら ず 、 鋼 材 や コ ン ク リ ー ト な ど の 材 料 で
製 作 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 鋼 製 プ レ ー ト １ ａ に 主 桁 １ ｂ 、 リ ブ
１ ｃ な ど の 補 強 材 を 溶 接 し た 鋼 製 プ レ ー ト 型 の も の で も よ い 。 ま た 、 硬 化 材 も コ ン ク リ ー
ト に 限 ら ず 、 モ ル タ ル 等 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 接 合 部 に 配 置 す る 補 強 材 も 鉄 筋 籠 に 限 ら
ず 、 形 鋼 等 の 鋼 材 を 利 用 し て よ い 。 ま た 、 止 水 部 材 と し て は 、 シ ー ル ド 工 法 等 で 用 い ら れ
て い る 水 圧 に 応 じ た 弾 性 反 発 力 を 期 待 す る 台 形 状 の ゴ ム や 、 膨 張 圧 を 期 待 す る タ イ プ の シ
ー ル 材 な ど で も よ い 。 そ の 他 、 具 体 的 な 細 部 構 造 等 に つ い て も 適 宜 に 変 更 可 能 で あ る こ と
は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 し た 一 実 施 の 形 態 の 、 エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 、 エ レ メ ン ト を 接 合 す る 前 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 他 の 実 施 例 の エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 さ ら に 他 の 実 施 例 の エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 さ ら に 他 の 実 施 例 の エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 エ レ メ ン ト の 接 続 を 説 明 す る 図 で あ り 、 （ ａ ） は エ レ メ ン ト の 軸 方 向 の 端 部 を 示
す 斜 視 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に お い て エ レ メ ン ト を 軸 方 向 に 接 続 し た 状 態 を 示 す 、 Ａ － Ａ 矢
視 の 部 分 拡 大 断 面 図 、 （ ｃ ） は （ ａ ） に お い て エ レ メ ン ト を 軸 方 向 に 接 続 し た 状 態 を 示 す
、 Ｂ － Ｂ 矢 視 の 部 分 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 土 止 め 材 の 接 続 を 説 明 す る 図 で あ り 、 （ ａ ） は 軸 方 向 の 断 面 図 、 （ ｂ ） は 接 続 す
る 状 況 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 さ ら に 他 の 実 施 例 の エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 さ ら に 他 の 実 施 例 の エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 さ ら に 他 の 実 施 例 の エ レ メ ン ト の 接 合 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
１ 　 エ レ メ ン ト
２ 　 溝 部
２ ａ 　 係 止 部
３ 　 突 条 部
３ ａ 　 被 係 止 部
４ 　 チ ュ ー ブ シ ー ル （ 止 水 部 材 ）
５ 　 当 接 面
６ 　 土 止 め 材
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７ 　 土 止 め 材 用 溝
８ 　 接 合 部
９ 　 コ ン ク リ ー ト （ 硬 化 材 ）
１ ０ 　 鉄 筋 籠 （ 補 強 材 ）
１ １ 　 止 水 パ ッ キ ン
１ ２ 　 止 水 パ ッ キ ン 用 溝
１ ３ 　 エ ン ド プ レ ー ト
１ ４ 、 １ ６ 　 ボ ル ト
１ ５ 、 １ ７ 　 弾 性 部 材
２ １ 　 エ レ メ ン ト
２ ２ 　 溝 部
２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 　 側 板 （ 側 部 ）
２ ２ ｃ 　 底 板
２ ２ ｄ 　 係 止 部
２ ２ ｅ 　 ネ ジ 孔
２ ２ ｆ 　 挿 通 孔
２ ３ 　 突 条 部
２ ３ ａ 　 被 係 止 部
２ ３ ｂ 　 小 突 起
２ ３ ｃ 　 貫 通 孔
２ ４ 　 止 水 ゴ ム （ 止 水 部 材 ）
２ ５ 　 ボ ル ト
２ ６ 　 滑 材
２ ７ 　 注 入 孔
２ ８ 　 無 収 縮 セ メ ン ト ミ ル ク （ 硬 化 材 ）
２ ９ 　 ネ ジ 切 り キ ャ ッ プ
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【 図 ３ 】
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【 図 １ ０ 】

(18) JP 2007-191979 A 2007.8.2



フロントページの続き

(72)発明者  磯　陽夫
            東京都港区虎ノ門一丁目２０番１０号　西松建設株式会社内
(72)発明者  多田　幸司
            東京都中央区京橋１丁目７番１号　戸田建設株式会社内
(72)発明者  浅井　康彦
            東京都中央区京橋１丁目７番１号　戸田建設株式会社内
(72)発明者  小玉　正文
            東京都中央区京橋１丁目７番１号　戸田建設株式会社内
(72)発明者  浅野　均
            東京都中央区京橋１丁目７番１号　戸田建設株式会社内
(72)発明者  請川　誠
            東京都中央区京橋１丁目７番１号　戸田建設株式会社内
(72)発明者  小林　修
            東京都中央区京橋１丁目７番１号　戸田建設株式会社内
Ｆターム(参考) 2D055 BB03  GC02  GC09  GD05  LA02 

(19) JP 2007-191979 A 2007.8.2


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

